
テイカカズラの名の由来 

植物的にはキョウチクトウ科テイカカズラ属で、ツル性の葉や茎を切ると白い毒性の乳液が出

る常緑ツル性木本となりますが、名前の由来は 

昔の天才歌人といわれた藤原定家の名をとり，ツル性であることからテイカカズラと名付けら

れたようです。 

定家は宮中の歌会に何度もいき、そこで 8 歳ほど年上の式子内親王と出会います、 

共にすぐれた歌人でその後も何度も歌会で会い、やがて定家は内親王に恋心をもちます。 

想いはだんだん募ります、内親王も定家の想いはわかっていたようですが身分の違いで願い

はかなわず、やがて願いかなうこともなく内親王は亡くなります。その後定家は歌を詠むことが 

めっきり減り、もともと病弱だったようで、やつれて亡くなります。しばらくして内親王の墓にツル

が墓を抱くように巻き付きました、人々はそれを見て定家が死してやっと想いを遂げることがで

きたのだとして、そのツルの名をテイカカズラと名付けました、という伝説があります。 

  

 しかし歴史書などでは実際は「小倉百人一首」の選者の一人で精力的に歌を作り歌壇の

大御所となり 79歳で亡くなったそうです。 

 

 


